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第２回九⼤本番レベル模試 ⽣物 採点基準  

 

○●○採点基準(全体)○●○ 

・指定語句が欠落していた場合は採点対象外(0 点) 

・解答が指定文字数を超えていた場合は採点対象外(0 点) 

・漢字ミスは生物用語(微小管→「徴」小管，中間径フィラメント→中間「系」フィラメント

など)で 1 点減点 

※配点 1 点のものは 0 点 

・生物用語をひらがなで書いていた場合は 1 点減点 

※配点 1 点のものは 0 点 

・生物用語を除く漢字ミス(「機会」→「機械」など)は減点せず 
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〔１〕配点 25 点 
問１ 1 点×5＝5 点  問２ 2 点×4＝8 点 

問３ 完答 2 点   問４(1) 3 点×2＝6 点  (2) 4 点 

 

 

 
 

 

○●○採点基準○●○ 

問４(1) 「オーキシンは細胞壁からキシログルカンを遊離させる働きをもつ」で 1 点，「オー

キシンの働きはジベレリンによって促進される」で 1 点，「(処理(ⅲ)と比較して)処理(ⅳ)

ではキシログルカンが多く遊離し，セルロース繊維どうしの結合が弱くなる」で 1 点，

以上 3 点がすべて記述できていて 4 点とする。 
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〔２〕配点 25 点 
問１ 1 点×5＝5 点  問２ 3 点  問３ 2 点×2＝4 点 

問４ 3 点   問５(1) 2 点×2＝4 点 (2) 3 点×2＝6 点 

 

 

 
 

 

 

○●○採点基準○●○ 

問２「模型の形によらず下側(腹側)の色が赤いときのみ攻撃する」で 3 点とする。ただし，

「模型の形によらず」が書けていない場合は 1 点減点，色の位置(下側(腹側))が明示されてい

ない場合は 1 点減点。 

問５(1) 存在部位は「間脳」でも可 

問５(2) GnRH3：「雄の求愛行動を促進する」で 1 点，「雌の求愛の拒絶には影響しない」で

1 点，両方が記述できていて 3 点とする。 

  NPFF：「雄の求愛行動を促進する」で 1 点，「雌の求愛の拒絶を抑制する」で 1 点，

両方が記述できていて 3 点とする。 
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〔３〕配点 25 点 
問１ 1 点×6＝6 点  問２ 3 点  問３ 完答 3 点 

問４ (1) 3 点 (2) 3 点  問５ (1) 3 点 (2) 4 点 

 

 

 
 

 

 

 

○●○採点基準○●○ 

問２「増殖速度が大きい」または「単独で増殖できる」で 3 点とする。 

問４(1) 「遺伝子 D の mRNA の翻訳を阻害(抑制)する」で 3 点とする。 

(2) 「(野生型の始原生殖細胞では，)タンパク質 P の働きにより miRNA が合成されない」で

1 点，「タンパク質 D の mRNA の翻訳が阻害(抑制)されない」で 1 点，「G1 期から S 期

への移行を抑制するタンパク質 D が合成される」で 1 点，以上 3 点がすべて記述できて

いて 4 点とする。 
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〔４〕配点 25 点 
問１ 1 点×5＝5 点  問２ 2 点  問３ 完答 3 点 

問４ (1) 2 点×4＝8 点 (2) 3 点  (3) 4 点 

 

 

 
 

 

○●○採点基準○●○ 

問４(2) 「Hox 遺伝子群には，ホメオボックスと呼ばれる相同性の高い塩基配列が存在する」

で 3 点とする。 

(3) 「リゾチーム遺伝子に遺伝子重複が起こった」で 1 点，「遺伝子重複の結果生じた片方の

遺伝子に突然変異が起こった」で 1 点，「進化の過程で変異が蓄積してラクトアルブミン遺伝

子が生じた」で 1 点，以上 3 点がすべて記述できていて 4 点とする。 
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〔５〕配点 25 点 
問１ 1 点×4＝8 点  問２ 1 点×4＝4 点  問３ 3 点  

問４ 3 点   問５ (1) 3 点 (2) 4 点 

 

 

 
 

 

○●○採点基準○●○ 

問３ 「二価染色体を形成できない」で 1 点，「正常な減数分裂が起こらない」で 1 点，以上

2 点がすべて記述できていて 3 点とする。 

問４ 「同種との交尾の機会が減り，子の数が減少する」で 3 点とする。 

問５ 「ナミテントウの少ない場所で交配する」で 2 点，「異種間の交配を避けることができ

る」で 2 点とする。 

 


